


































図 1 定期健康診断による有所見率の推移（平成 19 年～28 年） 

















質問項目は、性、年齢、身長、体重（身長・体重より BMI を計算）及び Breslow が提唱
している健康習慣に対する実施状況を、自記式質問紙により従業員の回答を得た。 
Breslow が提唱する健康習慣 
1. Never smoking cigarettes 喫煙をしない 
2. Regular physical activity 定期的に身体をする 
3. Moderate or no use of alcohol 飲酒は適量を守るか、しない 
4. 7-8hour sleep regularly 一日 7-8 時間の睡眠を 
5. Maintaining proper weight 適正体重を維持する 
6. Eating breakfast 朝食を食べる 











































































平成 30 年 10 月、安全衛生委員により従業員に調査票を配布し、協力を得られた従業員
（無記名）より回収した。統計処理は SPSS ver. 24を用いた。 
 
3. 結果 
回答を得られたのは調査対象 142名中 137名（男 76名、女 61名) である。 
7つの健康習慣すべてを実施していると回答した従業員は 3名、まったく実施していない
従業員 3名であり、4項目実施している従業員が 41名（29.9％）と最も多かった。 
職種別にでは事務職（男 32 名、女 24 名）、現場作業（男 29 名、女 34 名）、運転手（男
のみ 10名）であったが、職種の記載のない回答が 8名（男 5名、女 3名）であった。 
年齢は 18歳から 67歳であり、男子平均 39 歳、女子平均 44歳であった。 
健康習慣に関しては各年齢区分においても、各職種においてもほぼ 100％の従業員が認識
していた。 
身長、体重の記載がなく BMI を求められない従業員を除く 102 名につき、表 1 に職種別
に年齢、及び BMIを示した。 
 
表 1 調査対象者の概要 
 事務 現場作業 運転手 
 年齢（歳） BMI 年齢（歳） BMI 年齢（歳） BMI 
男 40.0± 9.6 24.4±3.3 36.0±13.5 24.4±3.4 39.0±10.5 24.0±3.4 





（28.6％）で最も多くなっており、従業員全体では男で 41.4％、女 23.5％（表 2）となっ
ており、男子で肥満者の割合が高い。 
 
表 2 性別・年齢区分別にみた肥満者の割合（％）(肥満：BMI≥25) 
                    年齢区分 















 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 
BMI<25 60.0 71.4 55.6 88.9 63.2 88.9 66.7 81.3 58.6 76.5 66.7














表 3 職種別にみた肥満者の割合（％） 
 事務職 作業現場 運転手 
 男 女 男 女 男 女 
BMI<25 51.9 81.3 61.5 81.5 71.4 － 
BM≥25 48.1 18.8 38.5 18.5 28.6  
 




               
表 4 健康習慣の実施率（％） 









1 喫煙しない 47.2 51.9 76.5 87.5 
2 定期的に運動する 33.3 50.0 12.1 25.0 
3 飲酒は適量を守るか、しない 63.9 61.5 79.4 87.5 
4 1 日 7－8 時間の睡眠を 84.9 76.0 97.1 100 
5 適正体重を維持する 58.8 26.9 64.7 0 
6 朝食を食べる 77.8 84.6 77.1 100 
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 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 
BMI<25 60.0 71.4 55.6 88.9 63.2 88.9 66.7 81.3 58.6 76.5 66.7
BM≥25 40.0 28.6 44.4 11.1 36.8 11.1 33.3 18.8 41.4 23.5 33.3




表２ 性別・年齢区分別にみた肥満者の割 （ B I≥25）
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患実態調査結果」7)と比較してみると、男 20歳代 40%で 30 歳代 44%であり、女も 20歳代 28％
と県民調査におけるそれぞれの 20％ 21%及び 16.7%を上回っている。 
健康習慣を同様結果と比較してみると、男子の喫煙率 50%、女では 18％といずれも県民
調査の 34.9％、11.5%を上回っている。 






表 5 医療施設における 7つの健康習慣実施率 
 男 36 名 女 82 名 
年齢（歳） mean±SD 47±15 46±11 
BMI     mean±SD 23.7±2.5 22.8±3.2 
項目 実施率（％） 
1 喫煙しない 69 77 
2 定期的に運動をする 42 17 
3 飲酒は適量を守るか、しない 69 79 
4 1 日 7-8 時間の睡眠を 58 30 
5 適正体重を維持する 33 35 
6 朝食を食べる 64 73 
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